
【様式１】 

① 食育月間の取組 

 

課・事務所・市町名 相生市教育委員会学校教育課 

取 組 の 名 称 ・6月の地産地消 

・季節のおいしい果物を味わおう 

実 施 時 期 6月 17日 

6月 21日 

取 組 内 容 相生市では「健やかな体の育成」をめざし、園児児童生徒に食に関する正しい知識と

望ましい食習慣を身に付けさせるため、教育活動全体を通して食育に取り組んでい

ます。地場産物を積極的に活用する地産地消を推進したり、毎年テーマを決めて毎日

の献立を考えたりしています。今年度のテーマは「季節のおいしい果物を味わおう」

です。特色ある献立として、6月は、「すもも」「さくらんぼ」が登場しました。 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

給食だより 6月号より 

６月の地産地消 
米 にんにく ゆずかじゅう たまねぎ 
じゃがいも ほししいたけ だいず 
あいおいさんとうふ わかさのみそ 
ちりめんじゃこ ほしえび  

令和４年度 相生市の特色ある献立のテーマ 

「季節のおいしい果物を味わおう」 

６月２1日（火）に『さくらんぼ』が登場します。 

さくらんぼは「サクラの実」という意味の「桜ん坊」という言葉を元につけられた名前

です。実が大き くてツヤのある高級なサクランボは「赤い宝石」とも呼ばれ、贈答用と

しても人気があります。給食では、山形県産の「佐藤錦」が登場します。日本にさくらん

ぼが入ってきたのは明治時代。全国に苗木が配られましたが、大半は日本の気候・風土に

なじまかったそうです。そんな中、山形県では栽培に成功し、今では生産量日本一を誇っ

ています。全国で生産されるさくらんぼの量の 70％を占めています。 

給食でも山形県産の佐藤錦が登場します。 

 

 

 

 

17日（食育の日献立） 

ぶたにくと じゃがいものにこみ 

わかさのみその みそしる 

あいおい じゃこふりかけ 


